





経済研究所 / Institute of Developing

















o. 4, 2010 所収：
1.  B
etancourt, T


























































a long journey 〟 （一〇七八ページ）




な影響があるだろうか。まず、耐えが い苦痛や悲劇の経験によって甚大なストレスが加わりＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）やうつ、不眠などが生じる。さらには慢性的に攻撃性や内向性、不安が高まる情動の変化もある 対人関係が築けなくなり自信を失うなどの状況に陥る者もいる。両論文は、この うなトラウマ
発達と災禍―内戦後の元子ども兵とその心理的発達・調整に着目して―
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的経験から生き延びた子どもたちについて分析した数少ない研究である。特に第一論文は、時間が経過している人びとも対象として経時的な変化を追う類い稀なる研究と位置づけられる。　
分析では、心理発達的問題に対してその被害
を食い止めたり発症しても予後を緩和する方向に働く「保護的因子」と、逆に心理的問題を引き起こしたり劇症化させる方向に働く「リスク因子」という二つの因子を設定している。そして、先行研究から様々な変数を説明変数の候補にあげ、心理統計学的に分析 ている。第一論文ではうつ、不安、攻撃性、向社会 態度、そして自信に対して相関分析と重回帰分析を、また第二論文ではトラウマ的状況後 予後に関て作成されたアウトカム指標に対して階層ロジット分析という多変量解析手法 用 、各変数の説明力や統計学的有意性 リスク／保護的因子のどちらとして作用しうるのかが分析される。　
両論文では複数の個人的、家庭的、社会経済
的属性が説明変数 用いられ が、とくその後の心理発達に対 リスク因子 保護的因子として働くと両論文が分析結果から論じいる主要な説明変数（属性）につ て着目する。　
まず帰還後の地域コミュニティ・家族による
帰還者の受け入れがその後の本人の心理発達・適応に大きく影響しうる点である。多くの場合、元子ども兵は被害者と同時に加害者でもあり、その受け入れには困難がともなう。しかし、家族や地域にうまく受け入れられ いる者（特にそのように心理的 自ら感じら ている者）にとっては、そのこと自体が自信・安心につながり心理発達上の保護的因子として働く。次 、学校教育の重要性が保護 因子として働く点である。子ども兵たちは徴兵されている間は身に
つけるべき心理的特性や技能を身につけられずに時間が経過しており、その後の習得機会と、同年代の仲間とともに緊密に過ごし日常性を回復する機会が重要な過程と考えられる。特 持続的な教育アクセスつまり中退をせずに継続的に就学し続けられていることがその後の心理社会的調整上、重要だと指摘され いる。逆に、子ども兵となった時期やその期間、トラウマ的状況を目撃したり遭遇した経験の頻度、 悲惨さの深度などはリスク因子 して様々な心理状況を介し発達を阻害することも分かった。　
また先行研究に共通して両論文から導き出さ




しかし、二つの研究が描い いるのは、子どもたちはその被害に対して決して 「されるがまま」なだけの受容的で静態的な存在ではないということである。こ ことは「レジリエンス」 （強靱さ、しなやかさ、耐性など様々な文脈で用られる術語）という言葉 表されている。元子ども兵たちは、当事者でなければ決 分からない辛苦に傷つきつつ、同時にそれを乗り越えようと必死に努力し生きているレジリエントな存在であることも描かれてい の はないか。そうであれば、レジリエンスを補強するどのような心理的支援が必要かを研究し、実践に移し
ていくことが社会的に不可欠となる。心身に傷を負った脆弱な子どもたちが発達の保護的因子を高め ような支援と介入が社会政策としても不可欠であることを同誌の特集号から読み取ることができる。分析結果から考えても、家族やコミュニティ、 いは教育 いった極めて社会的な領域 個人の発達に強くつながっいることが示された。本稿では詳述できなかたが、心理学や公衆衛生学 認知科学な の研究者により、調査時には被調査者への心理学上、精神医学上 そして言語や文化、価値、規範について文化人類学的な配慮が心 けられている。　
心理学や公衆衛生学、認知科学の知見は不可
欠である。しかし、心理学研究においても、先進国に比べて途上国やマイノリティ集団に関する研究や手法はより乏 く 文化的・地理的に多様な地域を取り扱う児童発達研究を推し進めていくことが災害研究にとっても極めて重要であることが関連論文のなかで提起され いる。　
これからの新たな研究群のなかでは、平和や
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